






【研究目的】現在我が国のクレチン症マススクリーニングは TSH 測定により行われている。

原発性甲状腺機能低下症の診断には下垂体の negative feedbackが正常なら最良の指標で

ある。しかし,初めに TSH の上昇がなく後に上昇を認める症例のある事が,Dussault ら

や,Mitchell らにより報告されている。特に,Mitchell らの報告の 6例中 3例は未熟児であ

った。未熟児において negative feedback が未発達である可能性もあることから,我々は未

熟児に対してはスクリーニング採血を2回行うことを推奨した。今回,千葉県において,未

熟児に対するクレチン症スクリーニングを 2回行う方法を実施した 1年半の成績を報告す

る。 


